















"Oh, j'aimerais que quelqu'un 
                                    M'ouvre grand ses bras 
                                    Que je m'y fiche, 
                  Que je m'y loge, 
                                    Que je m'y niche, 
                                    Que l'on m'ouvre enfin, 
                                    Que je m'y love,love,love 
 
                                    La chair triste m'indiffère, 
                                    Ces jeux-là ne me dissent guère 
                                    Mais nous pourrions causer un brin, 
                                    Histoire de, si tu le veux bien 
 
                                    Les parties d'ça-va-ça-vient, 
                                    La bagatelle, ne me dissent plus rien 
                                    Mais nous pourrions causer un brin, 
                                    Histoire de, si tu le veux bien 
 
                                    Oh, j'aimerais que quelqu'un 
                                    M'ouvre grand ses bras 
                                    Que je m'y glisse, 
                                    Que je m'y niche, 
                                    Que je m'y loge,loge,loge 
                                    Que l'on m'ouvre enfin, 
                                    Que je m'y love,love,love" 
 
                                    C'est ce qui me manque vraiment″ 
                                        Se languit-elle ‥‥ 
 
2） 日本語試訳 （注 1） 




                 「ああ、誰かが私に 
               両手を大きく広げてくれて 
               私がそこに身をおき 
               私がそこをすみかにし 
               私がそこに住みつき 
               そしてついに、私の心が開かれ、 
               私が自分のことをすきになれたら 
               どんなにいいだろう 
 
               肉体は悲しいので 私は関心がないわ 
               肉体の遊びも 私にはほとんどどうでもいいこと 
               でも、もしあなたが望むなら、 
               私たちは少しおしゃべりができるかもしれない 
               何かのために 
 
               人が出たり入ったりの騒々しいパーティや 
               色恋なんかも 
               私にはもう全く興味がないこと 
               でも、もしあなたが望むなら、 
               私たちは少しおしゃべりができるかもしれない 
               何かのために 
 
               ああ、誰かが私に 
               両手を大きく広げてくれて 
               私がそこに滑り込み 
               私がそこをすみかにし 
               私がそこに住み、住み、住み 
               そしてついに、私の心が開かれ、 
               私が自分のことをすきになれたら 
               どんなにいいだろう 
 
               それが 私に本当に欠けていること」 
                 と、彼女はこんなふうに深く思い悩んでいるのだった‥‥‥ 
 
（2） 解説 
1） テテについて （注 2） 
 テテは、セネガル生まれで、現在はフランスを
中心に活躍しているシンガー・ソングライターで

























































































































  向風三郎氏の訳詞が収録されている。ここでは、向 
紹介 
134 
  風三郎氏の日本語訳を参考にさせていただきなが 
  ら、安藤訳を試みた。 
2） テテについては、アルバム『レール・ドゥ・リヤ 
  ン』に収録されている、各務（かがみ）美紀氏と海 
老原政彦氏の解説と、アルバム『ア・ラ・ファブー 
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